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（別紙）パブリックコメント結果 

令和８年２月２０日 

第５次小金井市生涯学習推進計画（案）の意見及び検討結果について 

 

意見募集期間：令和７年１２月５日から令和８年１月１３日まで 

意見提出数：３人、１２件 

番号 項目 寄せられた意見 意見に対する検討結果 

1 

全体 【計画全般について】「社会教育」の策定は「成人教育」の推進が中核に

なりますが、この素案では「社会教育」と「学校教育」の関係、とりわけ

前者が後者を支援する視点が多く、肝心の「成人教育」を当市運営の現状

に適した体制作りという視点が多くありません。子どもの成長支援と高齢

者への福祉への言及中心に終わらず、生産年齢層に対して市政へ積極的参

加する知識と現代に必要な技能（※）を養う機会の提供の視点を充実させ

た「生涯学習計画」にしてください。（※：有効なＡＩ利用、欺罔されな

い情報リテラシーが学校教育でも学ぶ不可欠な技能です。）この点は当市

の公民館運営審議会の討議の中でも「公民館内での市民の活動の多くが

『習い事』であるがよいのか」という見直し的な指摘がされています。学

習の成果を「生かす」という基本理念に照らしてこの議論を深め、「成人

教育」の視点でのこの生涯学習計画に追記していただきたいものです。 

Ｐ２５に記載のとおり、働く世代や子育

て世代については、興味があっても情報

や時間の制約があり、学びの場に参加す

る機会を得ることが難しいと認識してお

り、「リカレント教育」をはじめ大人の学

び直し等を推進してまいります。 

２ 

全体 【リスキリングとリカレント】この素案中の随所で「リカレント」の語が使

われている反面、最近重視されている「リスキリング」への言及がない。国

レベルでの社会教育の議論でも重要な観点とされているため、両者の相違

を的確に理解し説明しつつぜひ施策の中に反映させてほしい。 

素案の中における「リカレント教育」につ

いては、人生１００年時代における社会

人の学び直しという意味で使用している

一方、「リスキリング」については、職業

上新たに求められるスキルを修得すると

いう意味で使用しており、両者は、明確に

区別して使用しております。 
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３ 

全体 【文中語句の解説】この素案中に出てくる用語のうち専門性の高い語句及

び重要な語句について巻末に「用語解説」としてまとめ、当計画の文脈に沿

って解説してください。例えば、１頁にある「ＶＵＣＡ」「ウェルビーイン

グ」「社会的包摂」「デジタルディバイド」「つながりの希薄化」を始め、「知

の循環」「多様なライフステージ」「ネットリテラシー」「創発」等は日常語

あるいは日常の用法とは言えない用語です。この計画の文脈に応じて具体

的に、またそれらについてこの素案の作成に携わった市の関係者の皆様方

が確認し理解を一致させた上で、語句の解説を提示してください。というの

も、前回の第４次計画６４頁の「用語解説」では、わざわざ解説する必要も

ない一般的な用語（「郷土芸能」「ＮＰＯ」「ＳＮＳ」等）にごく一般的な説

明をしている一方、肝心のキーワード（「小金井らしさ」、「ネットワークづ

くり」、（地域に対する意味での）「まち」等）は何ら解説がなく、計画書の

的確な理解が出来ていない状態でした。さらに中学レベルの知識に照らし

て誤っている説明（「グローバル化」）や和訳しただけの説明（「ＩＣＴ」）さ

えあり、市民として読むに堪えない内容でした。今回は適切で正確な記載を

行ってください。 

文中語句については、巻末に用語解説を

予定しており、必要に応じて、用語の説明

をする予定です。 

４ 

全体 【文意不明の記載修正】一読して適切に理解することが出来ない文章や語

句になっている箇所が重要な項目でも見られます。修正や補足し書き換え

を行ってください。また、この視点で全文を関係者全員で精査いただき、計

画公表後に読まされる市民が困難しないように配慮願います。多々あるう

ち４つだけ例示します。２２頁「居場所等への社会参加」←「居場所等」に

いること自体を社会参加と見做すのですか？？２５頁「豊かな自然環境が

残るなど学びの基盤が充実」←一義的に自然環境を学習基盤に直結させて

しまうのは無理があります。説明不足です。「など」で誤魔化さないように。

（小金井市は自然は良いが学校トイレは汚いと生徒が言ってましたね。）３

３頁の「環境に対する学びの場」の「環境」と３４頁の「刺激を受けられる

環境を整え」の環境←紛らわし使い方は避けるべきでしょう。混乱するだけ

素案における文章や語句については、適

切な表現と認識しており、指摘の点につ

いては、ご意見として承ります。 
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です。３７頁「ＩＣＴ」を「孤立しない学び」 

５ 

Ｐ５ 

２章の１ 

生涯学習の推進をめ

ぐる近年の動向 

【ＳＤＧｓについて】数年来周知のように国連はＳＤＧｓの２０３０年目

標達成に悲観的でありアプローチの見直しが進められているのであるか

ら、素案５頁のように「ＳＤＧｓの考え方を取り入れており」という従来の

ままの記述では不十分であろう。成人教育に関するユネスコのマラケシュ

行動枠組みも参考にしつつ、有識者に意見を求め、見直されたＳＤＧｓへの

取り組みを参考にして第５次計画に適切に反映させて欲しい。 

ＳＤＧｓについては、市の最上位計画で

ある第５次基本構想・後期基本計画に記

載があるとおり、「誰一人取り残さない」

持続可能で多様性と包摂性のある社会の

実現を目標とするものです。生涯学習推

進計画についても、取り入れるべき考え

方であり、本計画においても、ＳＤＧｓに

ついて触れているところです。なお、成人

教育に関するユネスコのマラケシュ行動

枠組みの趣旨（ＳＤＧｓにかかる部分）に

ついては、すでに素案に盛り込まれてい

ます。 

６ 

Ｐ８ 

２章の２ 

児童生徒へのアンケ

ート調査 

【アンケート結果の分析評価について】８頁からのアンケート調査の記載

は単に結果数値の説明になっていますが、おのおのに適切な分析評価を加

えて課題事項を浮かび上がらせて下さい。例えば、１０頁の④では小学５年

生は地域の大人が関わることに「抵抗がある」+「少し抵抗がある」の比率

が約２割と高くなっていることから大人の関与が容易には出来ず、生涯学

習ひいては社会教育の在り方への検討に影響するでしょう 

アンケート調査については、生涯学習に

おける児童・生徒の考え方等の傾向を把

握する目的で公表しているものです。各

項目ごとの課題について把握した上、生

涯学習の推進に活かしてまいります。 

７ 

Ｐ１７ 

２章の３ 

地域と共につくる生

涯学習 

地域でつくる生涯学習をより効果的なものとするため、学校施設の空調環

境の整備を強く要望します。現在、多くの教室でエアコンが設置されていま

すが、地域活動の場ともなる部室、体育館や余裕教室、特別教室など、学校

施設全体の空調整備を早期に完了させ、子どもたちが年間を通じて、また地

域の方々が活動しやすい快適で健康的な環境を提供すべきです。また、設置

後の定期的な点検・清掃と、省エネに配慮した適切な温度管理の運用ルール

を徹底し、市民共有の財産としての学校施設の学習環境の質を高めること

学校施設における空調設備の整備につい

ては、いただいた意見を担当部署と共有

します。 
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を求めます。 

８ 

Ｐ１７ 

２章の３ 

地域と共につくる生

涯学習 

【現状の課題の追記】１７頁の「２.地域と共につくる生涯学習」の頁で、

地域の諸活動の担い手が見つからず減少しつつあるという深刻な現状課題

に触れてはどうか。そして、その状況変化について悪化か改善か毎年評価す

べきではないか。 

Ｐ２９に記載のとおり、地域の担い手不

足について認識しており、いただいた意

見のとおり、地域の担う人材不足が解消

できるよう努力してまいります。 

９ 

Ｐ１９ 

３章の１ 

計画の基本方針 

【基本方針について】１９頁の基本方針に「・・・知の循環による生涯学習

の推進」とあるが、２９頁以降の記述を読むと「生涯学習による（・・・）

知の循環の推進」とする方が適切であろう。こちらの方が教育基本法第３条

後段の趣旨にもよく合致する。 

素案における文章や語句については、適

切な表現と認識しており、指摘の点につ

いては、ご意見として承ります。 

１０ 

Ｐ２７ 

４章の１ 

情報発信の推進・相

談体制の整備 

 

発信方法や発信内容の充実について、具体的な事業例が市ＨＰ、公式Ｘ、公

式ＬＩＮＥの活用とありますが、他にも積極的に検討が必要と思います。担

当が「担当各課」とありますが、中心になって推進を担当する課を決めるべ

きだと思います。 

発信方法や発信内容については、更なる

充実を図るため、市ＨＰ等の周知に加え、

その他の周知についても検討してまいり

ます。 

１１ 

Ｐ３６ 

４章の３ 

生涯学習関連施設等

の整備 

運動施設等の充実は、学校施設や上水公園のナイター設備設置が必須だと

思います。担当を決めて、本腰を入れて取り組んでください。 

ナイター設備設置については、貴重なご

意見として承ります。なお、学校施設につ

いては、現在策定中の「小金井市学校施設

長寿命化計画改定版（案）」において、「地

域とともにある施設」を目指すべき姿の

ひとつとしており、地域活動の拠点とし

ての学校施設整備に努めてまいります。

また、上水公園運動施設については、小金

井市公共施設等総合管理計画及び個別施

設計画に基づき、使いやすく安全な施設

として適切に管理するとともに施設の改

善を図ります。 
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１２ 

Ｐ３９ 

５章の１ 

計画の推進体制 

【市長部局による生涯学習について】３９頁で「庁内の連携を強化」と謳い

ながら、教育委員会サイドの事情にしか言及していない箇所がある。計画の

立案者は前回の第４次計画では「教育委員会」であった（表紙参照）が、こ

れを今回「小金井市」に改める（今回素案表紙）のであれば、市長部局の事

情も併記すべきでしょう。一例は６頁の施設である。後ろのページで市長部

局の管理している集会施設や文化交流センターなどに触れているのだか

ら、それらも「小金井市の生涯学習を取り巻く現状」として記載が必要でし

ょう。同様なその他の事例もあるので、パブコメに頼らず素案検討者間でよ

く見直してください。 

本計画の策定主体は、小金井市教育委員

会のため、表紙もそのように修正します。

また、市長部局との連携については、引き

続き総合教育会議等での意見交換を始

め、あらゆる形で協働・連携し、生涯学習

の推進に努めてまいります。 

 ※ 提出された意見は、原則として全文を掲載します。 

 


